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農
業
は
、
鬼
北
町
の
主
要
産

業
の
一
つ
で
す
。
農
業
研
修
制

度
を
利
用
し
て
就
農
さ
れ
た
方

は
、
減
少
数
か
ら
見
れ
ば
、
決

し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
、
こ
の
制
度
は
鬼
北

町
の
農
業
を
守
り
続
け
る
た
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の
重
要
な
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度
で
す
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田
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暮
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し
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し
た
い
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実
家
の

農
業
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継
ぎ
た
い
」、「
働
く
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境
を
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え
た
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な
ど
、
農
業

を
始
め
る
き
っ
か
け
は
人
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　約10年前に当時住んでいた宮崎
県から鬼北町に夫婦で移住しまし
た。もともと農業に対する関心は高
かったため、農業大学校を卒業後、
農業法人に就職し、野菜や米の苗
作りなどの仕事をしていました。
　「自分で農業をしたい」と思い、
父親が宇和島市出身だったことか
ら宇和島市での就農を考えていま
したが、鬼北町の就農制度が充実
していると聞き、鬼北町で農業研
修を受けることにしました。
　農業研修では、農業公社の空い
ていた農地を使って、実際にイチ
ゴや野菜を栽培する実践的な研修
や、町内の先輩農家の作業を手伝
うなど自由なカリキュラムで農業
を学ぶことができました。九州へ

イチゴ農家の視察に行ったことも
印象に残っています。
　移住後、空き家の紹介を受け、農
地も探してもらいました。今こう
して農業ができるのは、町や地域
の方々からの大きなバックアップ
があったおかげだと思っています。
　現在は、イチゴを中心にモロッ
コインゲンやカリフラワーなどを
栽培し、道の駅や青果市場に卸し
ています。就農後、近所の方が新
しい畑を紹介してくれることもあ
り、管理する畑は少しずつ増えて
きました。これからもたくさんの
人が笑顔になってもらえるイチゴ
や野菜が作れるように、夫婦で協
力しながら農業を続けていきたい
と思います。

制度の内容
コース 対象年齢 研修期間 研修補助金の支給

青年研修コース 50歳未満 ２年
町内に居住（町内出身者）月額12万円
町内に非居住（Ｉターン者）月額15万円

中年研修コース 60歳未満 １年
町内に居住（町内出身者）月額12万円
町内に非居住（Ｉターン者）月額15万円

熟年研修コース 65歳未満 １年 月額５万円

コース 農業機械・施設整備費補助金の支給
（農業機械・施設の整備およびリース事業）

青年研修コース 事業費の60％以内（限度額300万円）

中年研修コース 事業費の50％以内（限度額100万円）

熟年研修コース 事業費の50％以内（限度額50万円）
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